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こ
の
手
で
救
え
る
命
の
た
め
に

Photo／田川地区消防署の救助訓練、特別救助小隊の西藤大樹消防士（前）と江藤良消防士。

特集



２３

わ
ぁ
、
怖
い
ね
…
」。

テ
レ
ビ
に
映
る
国
内

外
の
被
災
地
の
様
子
。

心
は
痛
む
け
れ
ど
、
多
く
の
人
が
「
自

分
の
身
に
降
り
か
か
る
こ
と
は
な
い
」

と
客
観
的
に
見
て
い
ま
す
。
ま
た
「
そ

ん
時
が
来
た
ら
、
そ
ん
時
た
い
」「
ど

う
せ
み
ん
な
死
ぬ
ん
や
か
ら
」「
防
災

は
行
政
や
消
防
が
や
る
べ
き
」と
い
う
、

あ
き
ら
め
型
や
依
存
型
の
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
、
中
国
の
四
川
大
地

震
と
、
前
例
や
過
去
の
経
験
か
ら
想
定

で
き
な
い
災
害
が
世
界
中
で
発
生
し
、

地
球
温
暖
化
で
異
常
気
象
も
通
常
化

し
て
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
、新
潟
中
越
、

福
岡
西
方
沖
も
地
震
と
は
無
縁
だ
っ

た
空
白
地
で
の
震
災
で
し
た
。
幸
い
過

去
に
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
な
い

福
智
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
安
心

は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

自
然
現
象
は
人

間
の
力
で
は
止
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
災
害
に
よ
る

被
害
は
「
日
常
の
備
え
」

に
よ
っ
て
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
災
害
で
は
被
害
が
同

時
多
発
し
、
交
通
網
を
は
じ
め
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
寸
断
さ
れ
、
救
急
も
消
防
も
マ
ヒ
し

ま
す
。
ま
ず
は
、
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
た

対
策
を
知
る
こ
と
、
災
害
を
想
定
し

た
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
わ
た
し

た
ち
の
「
備
え
」
の
基
本
に
な
り
ま
す
。

災
害
は
人
ご
と
、
対
岸
の
火
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
地
震
列
島
、
豪
雨
列
島
に
生
き
る
私
た
ち
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
の
驚
異
を

知
り
つ
つ
、
そ
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、

備
え
の
な
い
ま
ま
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

自
分
と
家
族
、
愛
す
る
人
の
命
を
守
る

た
め
に
、
い
ま
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
過
去
の
災
害
を
振
り
返
り
な

が
ら
考
え
ま
す
。

う
特集

豪雨の氾濫を想定し、６月１日に河川敷合流地
点（金田）で行われた水防演習。福智町・香春町・
糸田町の各消防団、国土交通省、田川地区消
防本部から約150人が参加。改良土のう工法
やシート張り工法を連携して実践し、中村団長
が総括指揮、浦田町長が演習本部長を務めた。



想像よ
りはる

かに速
い水足

５

７・19
集
中
豪
雨

忘
れ
な
い
。

警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
災
害
で
す
。
例
年

７
月
、
大
気
の
状
態
が
不
安
定
に
な
る
梅
雨
時

期
の
終
盤
に
大
雨
が
降
る
確
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
豪
雨
を
も
た
ら
す
積
乱
雲
は
短

時
間
で
急
速
に
発
達
す
る
た
め
、
そ
の
引
き
金

と
な
る
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
警
戒
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

豪
雨
災
害
の
恐
ろ
し
さ
は
、
雨
に
伴
う
土
砂

の
崩
壊
に
あ
り
ま
す
。
豪
雨
で
命
を
落
と
す
ケ

ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
土
砂
災
害
で
す
。

　

特
に
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
地
帯
は
風
化
を
重
ね
て
、
も
ろ

い
ま
さ
土
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
急
傾
斜
に

多
量
の
雨
が
降
る
と
、
ま
さ
土
が
泥
状
化
し
、

さ
ら
に
保
水
力
の
限
界
を
超
え
れ
ば
、
土
と
固

い
岩
盤
と
の
す
き
間
に
水
が
流
れ
、
岩
盤
の
上

を
土
砂
が
一
気
に
滑
り
落
ち
ま
す
。「
丈
夫
な

岩
盤
な
の
で
崩
れ
な
い
」
と
考
え
る
よ
り
、
む

し
ろ
、
岩
盤
は
土
砂
を
押
し
流
す
「
滑
り
台
の

役
割
を
す
る
」
と
考
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

町
内
に
は
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
地
帯
が
多
い
た
め
、
斜
面

崩
落
の
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
崩
れ
や
す

く
な
っ
た
梅
雨
時
期
の
斜
面
が
、
集
中
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
る
と
大
災
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
土

砂
災
害
に
は
前
兆
が
あ
り
ま
す
の
で
、
斜
面
付

近
に
自
宅
が
あ
る
場
合
、「
危
な
い
か
な
」
と
思

っ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
を
。
逆
に
浸
水
時
の
外
出

は
危
険
が
多
く
、
水
圧
で
車
の
ド
ア
も
開
か
な

く
な
り
ま
す
。
も
し
腰
ま
で
水
位
が
あ
る
場
合

は
、
無
理
せ
ず
救
援
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
20
㎜
以
上
の
雨
が
１
時
間
以
上
降
り

続
い
て
い
る
と
き
、
降
り
始
め
て
か
ら
100
㎜
以

上
の
降
雨
量
と
な
っ
た
と
き
は
十
分
な
警
戒
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
「
過
去
数
年
間
で
最
も
土

砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
や
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が
気
象
庁

か
ら
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
早
め
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

梅雨時期、豪雨とともに注
意したいのが雷です。雷鳴
が聞こえたらすぐに建物内
に避難を。車内も安全です。
建物内では壁や柱、家電、
水回りからは離れましょう。
雷は金属やゴムなどの絶縁
物に関係なく高所に落ちや
すいため、屋外では姿勢を
低くして雷雲の通過を待ち
ます。また、雷には「直撃雷」
と落雷の周囲に伝わる「側
撃雷」があります。特に木
の下への避難は「側撃雷」
の危険が大、落雷事故の
トップがこのパターンです。

ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
が
、

ま
だ
寝
静
ま
る
町
を
襲
い
ま
し
た
。
５

年
前
の
平
成
15
年
７
月
19
日
未
明
、
国
土
交
通

省
の
上
野
観
測
所
で
は
１
時
間
に
61
ミ
リ
、
午

前
２
時
か
ら
の
４
時
間
で
１
６
１
ミ
リ
と
い
う
、

と
て
つ
も
な
い
雨
量
を
記
録
。
わ
ず
か
４
時
間

で
年
間
平
均
降
水
量
の
１
割
に
あ
た
る
雨
が
、

た
た
き
つ
け
ま
し
た
。

　

排
水
機
能
の
限
界
を
超
え
た
一
帯
で
は
、
さ

ら
に
雨
水
で
流
さ
れ
た
モ
ノ
が
完
全
に
排
水
溝

を
ふ
さ
ぎ
、
想
像
以
上
の
早
さ
で
水
位
が
上

昇
。
１
㍍
を
超
え
る
浸
水
被
害
に
あ
っ
た
人
は

「
見
る
見
る
う
ち
に
水
か
さ
が
上
が
っ
た
」
と
証

言
し
て
い
ま
す
。
家
屋
を
押
し
て
道
路
を
封
鎖

し
た
土
砂
、
根
こ
そ
ぎ
流
さ
れ
折
り
重
な
っ
た

大
木
、
何
度
キ
ー
を
回
し
て
も
反
応
が
な
い
愛

車
の
エ
ン
ジ
ン
…
。
短
時
間
の
集
中
豪
雨
は
、

地
滑
り
や
が
け
崩
れ
、
浸
水
な
ど
、
町
内
に

未み

ぞ

う
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
雨
が
局
所
集
中
型
に
な
っ
た
こ
と
で

頻
発
す
る
集
中
豪
雨
は
、
特
に
わ
た
し
た
ち
が

平
成
15
年
７
月
19
日
の
未
明
、
ゲ
リ
ラ
的
豪
雨
が
九
州
各
地
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
襲
い
、
目
を
疑
う
ほ
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
例
年
７
月
、
梅
雨
時

期
の
終
盤
に
大
雨
が
降
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
警
戒
を
。

道路は土砂で寸断、低地は水没、彦山川もあっという間に危険水位を超えた。この豪雨は、停滞する梅
雨前線に、九州西南海上から大量の水蒸気を含んだ空気が舌状に流れ込む「湿

しつぜつ

舌」が加わって発生した。

第１章

［7.19 集中豪雨］15年７月18日の午後４時から翌19日午前８時までの降水量は
町内で218ミリに達した。土砂崩れ81か所、家屋半壊５棟、床上床下浸水83棟
の被害が町内で発生。九州を中心とした被害は死者23人、負傷者25人、家屋全
半壊107棟、床上床下浸水は7千746棟に及んだ。飯塚市の嘉穂劇場も浸水した。

斜
面
付
近
は
特
に
警
戒

バ

前兆を見逃さないで
土砂災害を回避する
急斜面が崩れ落ちる災害

7.19の豪雨で崩落した町内の斜面

高所に落ちて側撃する雷

T H U N D E R １時間の雨量  雨の降り方と予測状況

ザーザーと降る。地面からの跳ね返り
で足元がぬれる。話し声が良く聞き取
れない。地面一面に水たまりができる。

どしゃ降り。傘をさしてもぬれる。寝
ている人の半数が雨に気付く。ワイパ
ーを速くしても見づらい。側溝や小川
があふれ、小規模ながけ崩れが始まる。

バケツをひっくり返したように降る。道
路が川のようになる。ハイドロプレー
ニング現象が起きる。がけ崩れが起き
やすく、危険地帯では避難が必要。

滝のように降る。傘は役に立たない。
水しぶきで一面が白くなり、視界が悪
くなる。車の運転は危険。土石流が起
こりやすい。多くの災害が発生する。

息苦しくなるような圧迫感がある。恐
怖を感じる。大規模災害の発生につい
て厳重な警戒が必要。

10～20㎜
やや強い雨

20～30㎜
強い雨

30～50㎜
激しい雨

50～80㎜
非常に激しい雨

80㎜～
猛烈な雨

7.19
の雨量

４

▶斜面から水がわき出す
▶小石がパラパラと落下する
▶斜面がふくらむ
▶斜面に裂け目ができる

大量の水と土砂が流れる災害

土石流の前兆

▶渓流の水が急に減る
▶渓流内で石が転がる音がする  
▶川の水が急激に濁る
▶木が流れてくる

地層が滑り落ちる災害

▶急に水がわき出す
▶山腹に亀裂や段差が生じる
▶地鳴りがする
▶池や沼の水位が急変する

地滑りの前兆

がけ崩れの前兆

7.19の豪雨で滝のようになった町内の路面



震度  現象や被害の発生状況

屋内にいる人の多くが揺れを感じる。眠っている人の一部が目を覚ます｡ 電灯などのつり下げ物がわずかに揺れる。

屋内にいる人のほとんどが揺れを感じる。恐怖感を覚える人もいる。 棚にある食器類が音を立てることがある。

かなりの恐怖感があり、一部の人は身の安全を図ろうとする。眠って
いる人のほとんどが目を覚ます。つり下げ物は大きく揺れ､ 棚にある
食器類は音を立てる。電線が大きく揺れる。歩行者も揺れを感じる。

多くの人が身の安全を図ろうとする。一部の人は行動に支障を感じる。 
つり下げ物は激しく揺れ､ 棚にある食器類、書棚の本が落ちることが
ある。座りの悪い置物の多くが倒れ、家具が移動することがある。

非常な恐怖を感じ、多くの人が行動に支障を感じる。テレビが台から
落ち、タンスなど重い家具が倒れることがある。自動車の運転が困難
となり、停止する車が多い。変形でドアが開かなくなることがある。

立っていることが困難になる。 固定していない重い家具の多くが移動、
転倒する｡  開かなくなるドアが多い｡ かなりの建物で壁のタイルや窓
ガラスが破損、落下する。耐震性の低い住宅では倒壊するものがある。

６強

７

６弱

５強

５弱

４

３
２

立っていることができず、はわないと動くことができない。固定して
いない重い家具のほとんどが移動、転倒する。多くの建物で壁のタイ
ルや窓ガラスが破損、落下する。補強されていないブロック塀のほと
んどが崩れる。耐震性の高い住宅でも壁や柱がかなり破損する。一
部地域で停電し、広い地域でガス、水道の供給が停止することがある。

　揺れにほんろうされ、自分の意志で行動できない｡ ほとんどの家具
が大きく移動し、飛ぶものもある｡ ほとんどの建物で壁のタイルや窓
ガラスが破損､ 落下する。耐震性の高い建物でも、傾いたり、大きく
破壊するものがある。広い地域で電気､ ガス､ 水道の供給が停止する｡
大きな地割れ、地すべりや山崩れが発生し、地形が変わることもある。

西方沖
の震度

旧町で
の震度

阪神淡
路の震

度

［福智山断層］
北九州市八幡西区割子川
から田川市夏吉の間、約
19㎞にわたる活断層。地
震発生の確率はかなり低
いものの、地層が約 60㎝
ずれるマグニチュード７程
度の地震が予測されてい
る。「マグニチュード」と
は地震の「規模」を表す
単位で、「震度」は各地点
においての「揺れの大き
さ」を表す。内陸の活断層
が震源となる直下型の震
源は、震度が大きく、被害
も甚大になる。なお、日本
列島には、約２千か所の
活断層が確認されている。

もはや
地震の

空白地
神話は

ない

６７

福
岡
西
方
沖
地
震

忘
れ
な
い
。

感
し
た
「
揺
れ
」
に
多
く
の
住
民
が
恐
怖
を
覚

え
、
こ
こ
が
地
震
と
は
無
縁
で
な
い
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
の
調
査
で
町
内

を
横
断
す
る
活
断
層
「
福
智
山
断
層
」
に
つ
い

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
、
16
年
の
新
潟
中
越
地
震
は

い
ず
れ
も
内
陸
の「
活
断
層
」が
発
生
源
で
し
た
。

こ
の
福
智
山
断
層
に
よ
る
地
震
の
確
率
は
低
い

も
の
の
、
い
っ
た
ん
起
き
た
場
合
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
程
度
の
震
災
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
揺
れ
で
人
が
死
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
建
物
の
倒
壊
な
ど
、
揺
れ
に
よ
る
影
響
で

命
を
失
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
時
に
適
切

な
対
策
や
行
動
が
と
れ
れ
ば
、
命
を
つ
な
ぐ
確

率
も
上
が
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
で
の
犠
牲
者

は
、
建
物
崩
壊
な
ど
に
よ
る
圧
死
が
83
・
３
％

で
、
亡
く
な
っ
た
人
の
80
・
５
％
が
最
初
の
15

分
間
に
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
亡
く
な
っ

た
人
が
、
も
し
、
今
話
せ
た
と
し
た
ら
「
震
災

の
時
に
は
非
常
持
ち
出
し
品
が
大
切
」
な
ど
と

言
う
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
「
家
の
耐
震
診
断

を
」
と
か
「
家
具
や
家
電
を
固
定
し
な
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
は
ず
で
す
。
防
災
グ
ッ
ズ

が
役
に
立
つ
の
は「
死
な
な
い
」こ
と
が
大
前
提
。

ま
ず
、
地
震
で
圧
死
し
な
い
備
え
が
大
切
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
約
13
万
戸
の
家
屋

が
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
建
物
が
崩
壊
す
れ
ば
机

も
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
机
の
下
に
い
る
よ
り
、

一
刻
も
早
く
戸
外
に
脱
出
し
た
方
が
い
い
と
言

え
ま
す
。
家
屋
は
揺
れ
を
繰
り
返
し
て
最
後
に

ド
サ
ッ
と
つ
ぶ
れ
ま
す
。
家
が
傾
け
ば
ド
ア
や

窓
は
開
か
な
く
な
る
の
で
、
ま
ず
揺
れ
を
感
じ

た
ら
避
難
経
路
を
確
保
し
た
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

　

ま
た
、
た
と
え
建
物
が
揺
れ
に
耐
え
て
も
、

大
地
震
で
は
テ
レ
ビ
が
飛
び
、
タ
ン
ス
が
倒
れ

て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
具
の
転
倒
や
散
乱
が

行
く
手
を
は
ば
み
、
逃
げ
遅
れ
や
大
け
が
に
つ

な
が
り
ま
す
。
事
故
を
防
ぎ
、
ス
ム
ー
ズ
に
避

難
す
る
た
め
に
も
、
家
具
や
家
電
の
固
定
と
適

切
な
配
置
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

I N T E R V I E W

田川地区消防署

丸山 隆徳 消防士長

阪神・淡路大震災の直後、
神戸市灘区で救援作業を
行いました。被災者はみな
予想もしなかった一瞬の惨
事に、途方に暮れた様子
でした。防災意識の向上は、
日ごろ災害時の想定をどれ
だけできるかにかかってき
ます。一人ひとりの意識改
革が地域や町の防災力向
上に不可欠だと思います。

年
、
大
地
震
が
国
内
の「
地
震
空
白
地
」

と
呼
ば
れ
る
場
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
20
日
に
起
き
た
福
岡
県
西
方
沖

地
震
（
最
大
震
度
６
弱
）
で
は
、
福
智
町
の
旧

町
で
前
例
の
な
い
震
度
４
を
記
録
。
初
め
て
体

阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
中
越
地
震
、
福
岡
西
方
沖
地
震
…
。
昔
か
ら
「
地
震

は
起
き
な
い
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
場
所
が
次
々
と
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

地
震
列
島
日
本
で
、
も
は
や
震
災
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
人
ご
と
と
は
い

え
な
い
状
況
で
す
。
実
際
に
、こ
の
町
に
は「
福
智
山
断
層
」が
走
っ
て
い
ま
す
。

第１章

死
な
な
い
た
め
の
備
え

近

日ごろの防災意識がカギ

I N T E R V I E W

田川地区消防署

森 哲也 消防司令補

福智山断層による地震は、
近い将来に発生する可能
性は極めて少ないのです
が「絶対にない」とも言い
切れません。田川地区消
防本部では大規模地震に
対するマニュアルも作成済
みです。災害は突然起きる
もの。万一に備え、ご自身
やご家族の身を守る手段
を確認しておいてください。

絶対にないとは言えない

→死者6千403人、全壊・全
焼などの家屋被害24万8千
412棟という戦後最大規模の
被害をもたらした阪神・淡路
大震災。このような活断層に
よる直下型の地震では初期微
動と主要動がほぼ同時で、強
烈な縦揺れが高架や家屋を崩
壊する。地震の揺れには初期
微動（カタカタとした縦揺れ）
と主要動（ユサユサとした横
揺れ）があり、海溝型の地震
の場合、小さな揺れの後に大
きな揺れが来るという特徴が
ある。震源からの距離が遠い
ほど、この時間差が大きい。

［福岡県西方沖地震］
平成17年3月20日の午前10時
53分、福岡県西方沖の玄界灘で
最大震度6 弱（マグニチュード
７）の地震が発生。福岡市内で 1
人が死亡、重軽傷1069 人、住
宅全壊132棟、半壊243棟、損
壊8478棟の被害を残した。福
智町の旧町では震度４を計測し、
ただちに警戒本部が設置された。

福智町

福岡県

西山断層系

警固断層系

小倉東断層

地震の事故防止には家
具の固定が有効。就寝
位置は家具の高さ分だ
け離れるか、家具の側面
にした方が安全です。出
入口付近に家具を置か
ず避難路を確保します。



台風の強さ　

最大風速33m/s以上～44m/s未満

最大風速44m/s以上～54m/s未満

最大風速54m/s以上

台風の大きさ　

風速15m/s以上の半径が500㎞以上

風速15m/s以上の半径が800㎞以上超大型

大型

猛烈な

非常に強い

強い

毎年襲
い来る

暴風雨

８９

台
風
19
号（
平
成
３
年
９
月
27
日
）

忘
れ
な
い
。

大
風
速
が
秒
速
17
・
２
ｍ
以
上

に
な
っ
た
熱
帯
低
気
圧
が
台
風

で
す
。
北
半
球
で
は
中
心
に
向
か
っ
て

反
時
計
回
り
に
風
が
吹
き
込
み
ま
す
。

中
心
の
台
風
の
目
の
部
分
で
は
風
が
弱

く
、
中
心
か
ら
百
㎞
ほ
ど
離
れ
た
場
所

で
強
い
の
が
特
徴
。
台
風
通
過
時
に
強

い
風
が
急
に
弱
ま
っ
て
も
、
数
時
間
後

に
は
再
び
吹
き
返
し
の
強
風
が
吹
き
荒

れ
ま
す
。
風
が
弱
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
外
出
し
た
り
、
家
屋
の
修
理
や
補
強

な
ど
を
す
る
の
は
極
め
て
危
険
で
す
。

　

や
は
り
、
台
風
で
一
番
に
警
戒
し
た

い
の
が
強
風
で
す
。
平
成
３
年
に
襲
来

し
た
台
風
19
号
は
、
県
内
を
暴
風
域
に

巻
き
込
み
、
飯
塚
で
は
最
大
瞬
間
風
速

61
ｍ
を
記
録
。
福
智
町
の
旧
３
町
で
の

住
宅
被
害
は
４
千
１
５
１
棟
（
全
壊
１
・

半
壊
61
・
破
損
４
千
89
棟
）
に
も
お
よ

び
ま
し
た
。
現
在
町
指
定
の
天
然
記
念

物「
虎
尾
桜
」の
大
枝
も
倒
さ
れ
る
な
ど
、

甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
風
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

に
は
、
台
風
の
強
さ
や
大
き
さ
な
ど
の

情
報
を
予
報
で
得
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
風
速
と
強
さ
の
関
係

を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

予
報
で
「
や
や
強

い
風
」
と
表
さ
れ
る

の
が
、
平
均
風
速

が
秒
速
10
～
15
ｍ

未
満
の
風
で
す
。

傘
が
さ
せ
ず
、
風

に
向
か
っ
て
歩
き
に

く
い
と
感
じ
る
強
さ
。

15
～
20
ｍ
未
満
の
「
強

い
風
」
で
は
、
歩
く
際
に

転
倒
す
る
人
も
で
て
き
ま
す
。

小
枝
が
折
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

も
壊
れ
始
め
ま
す
。
20
～
30
ｍ
未
満
の

「
非
常
に
強
い
風
」
に
な
る
と
、
車
の
運

転
が
危
険
に
。
特
に
暴
風
域
に
入
る
25

ｍ
以
上
の
場
合
は
、
樹
木
が
根
こ
そ
ぎ

倒
れ
始
め
、
と
て
も
人
が
立
っ
て
い
ら

れ
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
外
出
は
禁

物
で
す
。
さ
ら
に
強
い
30
ｍ
以
上
の
「
猛

烈
な
風
」で
は
、屋
根
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、

木
造
住
宅
の
全
壊
が
始
ま
り
ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
死
傷
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
屋
外
で
の
被
害
で
す
。
飛
来
物
の
直

撃
、
倒
壊
の
下
敷
き
、
高
所
か
ら
の
転

落
な
ど
が
そ
の
大
半
を
占
め
ま
す
。
家

屋
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
早
め
の

避
難
を
。
そ
れ
以
外
は
、
台
風
が
通
過

す
る
ま
で
屋
内
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
25ｍ
超
は
危
険

最

↑19号の被害は郡内でも深刻、重要文化
財の英彦山神宮奉幣殿（添田）も被災した。

毎
年
の
よ
う
に
九
州
に
襲
来
し
、暴
風
雨
被
害
を
も
た
ら
す
台
風
。

慣
れ
て
い
る
と
油
断
せ
ず
、
風
雨
の
特
性
を
把
握
し
て
万
全
に
備

え
ま
し
ょ
う
。
上
陸
は
、７
月
か
ら
10
月
が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
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※ m/s（メートル毎セコンド）＝秒速

進行方向

風強
進行方向逆

風弱

最も強い
大雨区域

最も強い
暴風区域

［台風の特徴］進行方向
に向かって右半分は、台
風の風と進路が同じ方向
になるため、左半分より
風速が大きくなります。
台風の目付近では風が弱
まりますが、そのあと再び
強く吹く恐れがあります。

［平成３年台風19号］９月に台風17号と19号が相次いで上陸。特に27日に県内で猛威をふ
るった台風19号は非常に強い勢力を保ったまま北上した。県内の死者は11人、重軽傷766
人、住宅被害は18万1526棟におよんだ。写真は気象衛星「ひまわり」がとらえた台風19号。

恐ろし
いのは

炎より
煙

昨
年
度
の
逃
げ
遅
れ
火
災

忘
れ
な
い
。

宅
か
ら
出
火
し
た
際
に
は
ま
ず

家
族
に
大
声
で
知
ら
せ
ま
す
。

こ
の
「
知
ら
せ
る
」
に
は
、
消
防
へ
の

通
報
、
消
火
の
応
援
要
請
、
避
難
の
通

知
な
ど
複
数
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
出
火
を
知
ら
せ
た
ら
家
族
や
近

隣
と
協
力
し
、
初
期
消
火
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。
消
火
の
ポ
イ
ン
ト
は
ま
ず

火
元
を
確
認
す
る
こ
と
。
火
元
が
分
か

っ
た
ら
避
難
経
路
を
確
認
し
た
上
で
消

火
を
開
始
し
ま
す
。
た
だ
し
、
家
庭
用

の
消
火
器
な
ど
で
消
火
で
き
る
の
は
天

井
に
燃
え
移
る
ま
で
が
限
度
。
燃
え
移

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
消
火
を
あ
き
ら
め
、

速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
事
で
逃
げ
遅
れ
た
場
合
、
や
け
ど

以
上
に
煙
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
や

窒
息
、
呼
吸
困
難
で
死
に
至
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
り
ま
す
。
人
は
炎
よ
り
先
に

煙
で
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
い
ざ
避
難
」

自

昨
年
度
に
町
内
で
発
生
し
た
火
災
は
24
件
。
な
か
で
も
昨
年
12

月
と
今
年
２
月
の
建
物
火
災
で
は
、
尊
い
３
人
の
命
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
深
夜
の
火
災
で
、逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。

［昨年度の町内火災］建物火災７件、その他火災17件、５世帯８人が被災。出火はたき火や
火遊び、卓上コンロが主な原因。死者を出した火災は２件とも深夜で逃げ遅れが原因とみら
れる。近年、卓上コンロのガスが原因不明の爆発を起こすケースがあるので、ぜひ警戒したい。

平成16年に消防法が改正され、
一般住宅への火災警報器の設
置が義務付けられています。す
でに新築住宅は義務化され、既
存住宅も平成21年５月末まで
に取り付けなければなりません。
その理由は「逃げ遅れ」の防止
にあります。建物死亡火災の約
９割が住宅火災、うち約６割が
逃げ遅れで、その半数近くが睡
眠時間帯です。現に米国では警
報器の普及で火災の死者数が
半減しています。現在、警報器
の設置が義務付けられているの
は、寝室と寝室がある階の階段
踊り場。就寝時に気付くのを早
め、避難経路を確保します。な
お、警報機はホームセンターで
３千円～７千円で販売されてい
ます。消防署が訪問販売するこ
とはありませんので、くれぐれも
悪質な詐欺にはご注意ください。

来年５月末までに警報器を

W A R N I N G

と
い
う
と
き
、
タ
オ
ル
を
探
し
て
ぬ
ら

し
て
い
る
暇
が
あ
る
な
ら
、
よ
ほ
ど
火

勢
が
強
く
な
い
限
り
は
、
息
を
止
め
て

一
気
に
戸
外
に
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
た

方
が
賢
明
で
す
。
し
か
し
、
煙
に
巻
か

れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
床
か
ら
15
㎝
ま
で

は
空
気
の
層
が
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

ぬ
れ
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
を
口
に
当
て
、

姿
勢
を
低
く
し
、
壁
づ
た
い
に
は
う
よ

う
に
し
て
避
難
路
を
進
み
ま
す
。
煙
が

充
満
し
て
周
り
が
見
え
な
く
な
る
前
に

脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

逃
げ
遅
れ
る
前
に

［消火器＆消火スプレー］
天ぷら油の火災に水をかけるのは厳
禁です。消火器がない場合はぬらし
たシーツやタオルをかぶせます。消
火器の使い方は至って簡単です。❶
安全ピンを引き抜く ❷ホースを外し
火元に向ける ❸レバーを握って放
射。ポイントはホースの先端を持ち、
火の根元を狙うこと。避難のため出
口に近いところから放射し、屋外で
は風上から放射します。お手軽で便
利な「消火スプレー」はホームセン
ターで千円以下で販売されています。

19号
の風速



1011

大切な
人を救

うため
に命

を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー

知
っ
て
お
き
た
い
。

大
切
な
人
が
突
然
倒
れ
、
心
臓
も
呼
吸
も
止
ま
っ
て
い
る
。
４
分
で
脳
に
酸
素

不
足
に
よ
る
障
害
が
発
生
す
る
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
平
均
６
分
。
そ

の
間
、あ
な
た
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
？  

そ
う
「
心し

ん

肺ぱ
い

蘇そ

生せ
い

」で
す
。

第２章

　

救
急
車
の
出
動
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
田
川
管
内
で
救
急
車
が
出
動
し
た
件

数
は
７
千
６
９
９
件
。
そ
の
う
ち
の
約
35
％
が

軽
症
の
ケ
ー
ス
で
し
た
。
福
智
町
へ
の
出
動
は

１
千
１
８
７
件
。
１
日
平
均
で
約
３
回
も
町
内

に
救
急
車
が
出
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

法
定
数
で
限
り
が
あ
る
救
急
車
は
、
田
川
市

2 助けを呼ぶ
反応がないときは大きな声で助けを求め
ます。人が来たら「あなたは 119 番通報
してください」「あなたは AED を持って
きてください」と頼みます。周りに誰も
いない場合は自分で 119 番通報します。

1 反応の確認
耳もとで「大丈夫ですか」
または「もしもし」と大
声で呼びかけながら、肩
を軽くたたき、反応を確
かめます。

4 呼吸の確認
息をしているか、胸は動いているかなど、
正常な呼吸があるかどうかを確認します。
呼吸がない場合、しゃくり上げるような、
途切れ途切れの呼吸が見られる場合は、
正常な呼吸ではありません。

3 気道の確保
片手を額に当て、もう一方の手の人差し
指と中指の 2 本をあご先に当てます。頭
を後ろにのけぞらせ、あご先を上げて空
気の通り道（気道）を確保します。

6 心臓マッサージ
胸の真ん中（胸骨）を、重ねた両手で 30
回「強く、速く、絶え間なく」胸が４～５
㎝沈む程度の圧迫を垂直に行います。そ
の後、人工呼吸 2 回・心臓マッサージ（胸
骨圧迫）30 回のセットを繰り返します。

5 人工呼吸
額に当てた手の親指と人差し指で鼻をつ
まみ、大きく口を開け、胸が上がるのが
分かる程度の息を約１秒かけて吹き込み
ます。これを２回繰り返します。人工呼吸
ができない場合は省略して次に移ります。

7 AEDの使用
AEDが届いたら音声に従って作業します。
まず電極パッドを傷病者の右上と左下の
胸にはり付けます。AEDが自動的に心電
図を解析するので傷病者から離れてくだ
さい。電気ショックの準備後「ショック
ボタンを押してください」というメッセー
ジが流れますので、周囲の人を離してボ
タンを押します。電気ショックが完了し
たら、すぐに心臓マッサージ（胸骨圧迫）
30 回・人工呼吸 2 回のセットを 5 サイ
クル程度繰り返します。2 分ほど経った
ら AED がまた自動的に心電図の解析を
はじめますので、音声に従ってください。

I N T E R V I E W

田川地区消防署 金田分署長

伊藤 政晴 消防司令

心臓停止から３分で50％
が死亡、通報から救急車到
着まで平均６分、通報まで
の時間も含めると家族の救
急法は不可欠です。消防で
は１秒でも早く処置できる
よう技術を向上させていま
すが、管内の救急車が出払
えば本来救える命も救えな
くなります。ぜひ救急車の
適正利用をお願いします。

救える命を救うために
郡
に
わ
ず
か
５
台
し
か
な
く
、
田
川
本
署
・
金

田
分
署
・
川
崎
分
署
・
添
田
分
署
・
香
春
分

遣
所
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
配
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
不
必
要
な
利
用
が
増
え
る
と
、
本
来
必
要

な
出
動
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
遠
方
か
ら
出

動
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
１
分
１
秒
を

争
う
「
助
か
る
命
」
を
救
え
な
く
な
り
ま
す
。

緊
急
性
が
な
い
場
合
や
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救

急
車
を
呼
ぶ
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

１
秒
を
争
う
命
が
あ
る

サイレンが聞こえると災害情報を119番に問い
合わせる人がいます。災害が大規模なほど回線が
パンク状態になり、本来の119番通報が受けら
れなくなります。休日夜間の病院の問い合わせも
同様です。情報を知りたい場合は、緊急用の119
番ではなく、次の番号へお問い合わせください。

119
↓町内の金田分署から救急車が現場へ急行。24 時間体制で待機し、救急救命士ら３人が同乗する。

救急通報　　　　をしたら

［バイスタンダーが命をつなぐ］
119番通報→心肺蘇生→AED
→救急隊員への引継ぎ→病院という命をつなぐリレーを「救
命の連鎖」といいます。なかでもバイスタンダー（現場に
居合わせた発見者や同伴者）の手当が救命率を左右します。

↑「できる、できないを考えるより、まず『助けよ
う』とする勇気を持つことが大事です。自分の子や
大切な人が目の前で倒れたとおきかえて、その時自
分に何ができるか、何をしなければならないかを考
えれば、心肺蘇生法もより早く身に付くと思います」。
田川地区消防署 救急救命士 浦野 晃一 消防司令補

火事ですか 救急ですか

場所はどこですか 
近くに目標物は（店舗・公共施設など）

何が燃えてますか
・建物か
・車両か
・原野か

どんな状況ですか

どんな状況ですか
・意識は
・呼吸は
・脈は　

かかりつけの病院

あなたのお名前は
電話番号は

次のことにお答えください

災害情報のお問い合わせは災害情報案内へ

☎42-0119
休日夜間の病院の問い合わせは消防本部へ

☎44-0650

↓管内の119番は田川地区消防本部の指令室が対応。

↑画面で現場を確認しながら車両の出動を指示します。

自動体外式除細動器

携帯では違う地域につな
がることがあるので、携
帯での通報であること
を伝え、必ず現在地
を知らせてください。
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　「非常持出品」は、災害発生時にすぐ持ち出すべき「１次持出品」と、その後の数日
間を自活するために必要な「２次持出品」に分類することができます。水・電気・ガス
など、すべてのライフラインが止まった場合を想定し、 自分にあった重さで準備します。

早めの判断がポイント避
難
時
の
物
と
場
所

知
っ
て
お
き
た
い
。

最
悪
を
想
定
す
れ
ば
、
最
善
の
防
災
対
策
が
見
え
て
き
ま
す
。「
生
き
残
っ
て

か
ら
」
の
こ
と
よ
り
も
「
生
き
残
る
た
め
」
の
準
備
を
先
に
。
そ
し
て
、
町
か
ら

勧
告
や
指
示
が
出
さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に
所
定
の
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

I N T E R V I E W

福智町消防団

中村 博樹 団長

いつどんな災害が突発す
るか分からないという状況
を日ごろから認識しておく
ことが大切です。もしもの
時に混乱せず避難できる
よう、ぜひ各家庭で避難
所と経路を確認してくださ
い。今後も福智町消防団
では、迅速な対応と連帯・
連携を強化し、更なる技術
の向上を図って参ります。

避難所と経路の再確認を

に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
気
象
庁
か
ら
は
数
時
間
後

の
天
候
の
移
り
変
わ
り
を
察
知
し
、
防
災
対
策

が
と
れ
る
よ
う
に
先
手
を
打
っ
て
情
報
が
提
供

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
予
報
を
重
視
し
た「
早

め
早
め
の
行
動
」
が
、
災
害
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
に
は「
避
難
勧
告
」と「
避
難
指
示
」

と
い
う
２
段
階
の
避
難
情
報
が
あ
り
、
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
い
て
、
市
町
村
長
が
判
断
し

て
発
令
し
ま
す
。
緊
急
性
で
は
「
避
難
指
示
」

の
方
が
「
避
難
勧
告
」
よ
り
高
く
、
拘
束
力
が

強
く
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
予
報
や
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
、
災
害
が
切
迫
し
た
と
き
に
発
せ

ら
れ
る
も
の
で
す
。
町
か
ら
避
難
情
報
が
出
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
身
の
安
全
を
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

備えあれば心強い「非常持出袋」

171
　災害時の安否確認は、災害用伝言ダイヤル

「171」が最適、最強です。ＮＴＴの判断によっ
てサービスが開始され、公衆電話だけでなく、
一般の固定電話、携帯電話からも利用できます。
一度に 800 万件の処理能力があり、蓄積でき
る伝言数は１～ 10 件。１伝言あたり 30 秒以
内で、録音から 48 時間保管できます。

 1 局番なしの１７１をダイヤル
 2 １を入力後、自分の電話番号
 　 を市外局番から入力
 3 伝言を録音

 1 局番なしの
 　 １７１をダイヤル
 2 ２を入力後、
 　 相手の電話番号を
 　 市外局番から入力
 3 録音が再生される

※  登録された伝言は
　  被災地やそれ以外
　  の地域から聞くこ
　  とができます。

忘れてイナイ？ 災害用伝言

■ 被災地から伝言を登録する

■ 伝言を聞く

1 １次持出品
①水（飲料水は 3 日分用意・１人１日 3㍑を目安に）
②懐中電灯　③非常食品　④救急医薬品・常備薬  
　　　　　　⑤携帯電話　⑥携帯ラジオ　⑦財布  
　　　　　　　　　 ⑧貴重品　⑨通帳・印鑑など

2 ２次持出品
①マッチ・ライター
②トイレットペーパー・
　ウエットティッシュ　
③生理用品　④洗面具
⑤ビニール袋　⑥ラップ 
⑦コンロ　⑧新聞紙　
⑨予備電池など

昼夜を問わず消防ポンプ操法の訓
練を重ねた福智町消防団第１分団。
福岡県消防操法大会に出場した熊
谷博文団員（前）と大井朋雄団員。

　

非
常
時
の
持
出
品
は
「
あ
れ
ば
便
利
な
も
の
」

よ
り
「
無
け
れ
ば
困
る
も
の
」
を
ま
と
め
ま
す
。

特
別
な
も
の
を
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
ふ
だ

ん
の
生
活
の
中
に
組
み
込
み
、
な
る
べ
く
安
価

で
、
平
時
に
無
意
識
に
更
新
さ
れ
る
も
の
で
ま

か
な
う
の
が
コ
ツ
で
す
。

　

気
象
庁
は
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

に
「
注
意
報
」
を
、
重
大
な
災
害
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
に
「
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
さ
ら
に

「
過
去
数
年
間
で
最
も
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

高
い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
や
「
記
録
的
短
時

間
大
雨
情
報
」
の
発
表
に
よ
っ
て
警
戒
を
促
し

ま
す
。
こ
の
警
報
や
注
意
報
は
行
政
機
関
へ
伝

達
さ
れ
、
報
道
機
関
な
ど
を
通
し
て
み
な
さ
ん

登録無料で便利！ 災害情報メール配信システム「防災メール・まもるくん」

予
報
重
視
し
先
手
回
避

避難場所
避難経路として一時的に利用する場所。

▶赤池グラウンド
▶方城グラウンド
▶ふれあいスポーツ公園多目的広場
▶市場小グラウンド
▶上野小グラウンド
▶金田小グラウンド
▶伊方小グラウンド
▶弁城小グラウンド
▶赤池中グラウンド
▶金田中グラウンド
▶方城中グラウンド

避難勧告・指示時の避難所
避難勧告や避難指示がなされた場合
に、住民が一時的に居住する施設。

　　　　　▶金田体育センター
　　　　　▶金田体育館
　　　　　▶方城体育館
　　　　　▶市場小学校
　　　　　▶上野小学校
　　　　　▶金田小学校 
　　　　　▶伊方小学校
　　　　　▶弁城小学校
　　　　　▶赤池中学校
　　　　　▶金田中学校
　　　　　▶方城中学校
　　　　　▶コスモス保健センター
　　　　　▶金田保健センター
　　　　　▶方城保健センター
　　　　　▶中央保育所
　　　　　▶ふれあい塾
　　　　　▶ふれあい館
　　　　　▶ほのぼの館
　　　　　▶やすらぎ館
　　　　　▶大浦隣保館

自主避難所
災害発生の恐れがあるとき、住民が自
主的に避難する場合に、一時的避難先
として居住する施設。

▶福智町庁舎
▶中央公民館
▶公民館金田分館
▶公民館方城分館

福祉避難所
体の不自由な人を優先する施設。

▶金田社会福祉センター 
▶方城福祉会館

福智町の避難所 いざというときは最寄りの施設へ避難を
※ 大規模災害が発生した場合は災害対策本部長が区長等と協議し、さらに地区公民館や集会所などの施設を指定します。
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人
ど
う
し
が
助
け
合
う
「
共
助
」
が
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
し
、
災
害
が
発

生
し
た
ら
、
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
自
分
の
身
を

守
る
こ
と
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が

ケ
ガ
を
し
た
り
、
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

周
り
の
人
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
自

助
」
あ
っ
て
の
「
共
助
」
で
す
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
家
を
守
る
た
め
に
は
、
住

ん
で
い
る
地
域
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

近
所
で
火
の
手
が
上
が
れ
ば
、
自
分
の
家
も
危

険
。
火
事
は
、
生
命
、
財
産
、
思
い
出
、
す
べ

て
を
奪
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
は
、
や
は
り
日
ご

ろ
か
ら
の
ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
や
協
力
体
制

が
不
可
欠
で
す
。

　

発
生
す
る
地
震
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
地
震
の
起
き
る
前
の
今
な
ら
、
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
が
壊
れ
ず
、
家
具
が

倒
れ
な
け
れ
ば
、
家
の
中
は
安
全
で
す
。
特
に

寝
室
は
徹
底
的
に
対
策
を
。「
被
害
に
遭あ

っ
た
ら
」

と
想
定
す
る
前
に
「
被
害
を
出
さ
な
い
」
よ
う

に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん

し
、
普
段
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
災
害
時
に
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
自
分
と
家
族
、

自
分
と
地
域
と
の
関
係
を
見
つ
め
直
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
平
時
か
ら
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
」

「
家
族
で
で
き
る
こ
と
」「
ご
近
所
と
力
を
合
わ

せ
て
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
、
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
。
消
防
や
行
政
か
ら
「
守
ら
れ
る
」
と
い

う
制
度
的
な
面
と
「
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
主
体
的
な
危
機
管
理
が
重
な
っ
た
と
き
こ
そ
、

真
に
、
災
害
に
強
い
地
域
と
な
る
の
で
す
か
ら
。

　

橋
は
落
ち
、
停
電
で
信
号
機
は
機
能
せ
ず
、

道
路
は
寸
断
…
。
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
同

時
多
発
的
に
火
災
が
発
生
し
、
消
防
も
救
急
も

す
べ
て
の
現
場
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
緊
急
車
両
は
ほ
と
ん
ど
の
現
場
へ
の
到
達

が
困
難
に
な
り
、
断
水
で
消
火
栓
が
使
え
な
い

状
況
も
想
定
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
頼
み

の
綱
は
、
近
所
の
助
け
合
い
に
よ
る
救
助
や
初

期
消
火
。
実
際
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

倒
れ
た
建
物
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
約
６
割
が

「
近
所
の
人
」
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
、
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
と
い
う
「
自
助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る

「公助
」「自助

」「共助
」

そ
の
時
の
頼
み
の
綱
と
は

考
え
た
い
。

普
段
は
当
た
り
前
の
機
能
で
も
停
止
し
て
し
ま
う
の
が
大
災
害
で
す
。
自
分

そ
し
て
家
族
、
近
隣
、
地
域
へ
と
「
守
り
」
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
災
害
の
瞬
間
、自
分
の
身
を
守
る
最
大
の
味
方
は
自
分
自
身
で
す
。

守
ら
れ
る
＋プ

ラ
ス

守
る

I N T E R V I E W

福智町災害対策本部長

浦田 弘二 町長

住民のみなさんには家庭、隣
近所、地域へと防災の結びつ
きを深めていただき、私ども行
政は、消防団、消防署、自衛
隊、県、関係省庁との連携を
強化し、それぞれが無駄なく
機能する危機管理体制を構築
しなければなりません。公助を
担う行政として、有事の組織
づくりと対策、研鑽と訓練を
重ね、万全を期して参ります。

災害時に不可欠な全町連携

災 害時に家族全員が一緒だとは限りません。あらかじめ家庭での役割分担や決ま
りごとを家族で話し合っておきましょう。▶非常持出品などの備えの役割を決

める。▶災害発生時の役割を決める。▶子どもやお年寄りがいる場合は誰が援護する
か決める。▶家屋の危険個所を確認し修理や補強を話し合う。▶避難場所を確認し複
数の避難ルートを確認する。▶家族が離ればなれになった場合の連絡方法を確認する。

自主防災組織は「自分たちの地域は自分たちで守る」とい
う理念から地域で自発的につくられる組織です。全国的

に大規模地震の発生率が高い地域で組織され、実際に機能し
ています。災害時は、高齢者や乳幼児、障害者が特に被害を
受けやすく、周囲の手助けが欠かせません。組織で家族構成
などを把握していれば、救助も効率的に行うことができます。
◉ 平常時の活動例  ▶防災訓練の実施　▶各世帯構成の把握
　 ▶応急救護講習の受講　▶防災知識の習得や広報など
◉ 災害時の活動例  ▶情報収集や伝達　▶火災の初期消火
　 ▶救出や救護　▶避難の誘導　▶２次災害防止の巡視など

家族で防災会議を 地域で自主防災組織を

地域を守る福智町消防団

本部分団 分団長  石井　康文 団員 39 人
第１分団 分団長  高橋　卓己 団員 38 人
第２分団 分団長  桒野　実次 団員 19 人
第３分団 分団長  植高　信春 団員 19 人
第４分団 分団長  池永　　明 団員 24 人
第５分団 分団長  谷口　隆晴 団員 22 人
第６分団 分団長  勝木美智也 団員 25 人
第７分団 分団長  稲冨　廣隆 団員 25 人

第８分団 分団長  坂元九州男 団員 20 人
第９分団 分団長  太田　博視 団員 22 人
第10分団 分団長  世良　喜彦 団員 16 人
第11分団 分団長  日髙　伸久 団員 21 人
第12分団 分団長  澤田　誠次 団員 17 人
第13分団 分団長  伊丹　利行 団員 16 人
第14分団 分団長  森　五十男 団員 38 人
４月１日現在（団長・副団長含む）計 365 人

消防団は専門職員を要する
消防署とは違い、地域住民
の有志で構成される組織で
す。災害発生時には昼夜を
問わず現場に急行し、地域
の生命と財産を守るべく訓
練と実践を重ねています。福
智町消防団は365人の団員
で構成され、15の分団が町
内全域に配置されています。

団　長 中　村　博　樹
副団長 藤　本　利　彦
副団長 武　末　義　輝
副団長 丸　山　米太郎

【分団の配置略図】
※ 格納庫を複数持つ
　 分団もあります。
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まちのお知らせと情報

7月はへいちく定期券販売強化月間

へいちくが懸賞付きの
定期券を7月限定発売

お知
らせ平成20年度福智町成人式実行委員会募集

自分たちの手でつくる
新スタイルの成人式

参加
募集

生に一度の成人式を、思い出に残るすばらしい
ものにするため「成人式実行委員会」のメンバー

を募集します。平成 20 年度に新成人となるみなさんの、
積極的な参加をお待ちしています。
▶式典日時　平成21年1月12日　 10時～
▶式典会場　福智町地域交流センター（福智町伊方）
▶対象　昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれ
▶人員構成　赤池・金田・方城中学校区から各4人程度
▶実行委員会申込期限　8月1日金まで
※実行委員会のメンバーには、後日、説明会を行います。
▶申し込み先　福智町教育委員会（赤池支所内）
　　　　　　　生涯学習係　☎28-2046

一

福智町高齢者大学開講式

知識と教養を高める
「学びの社交場」幕開け

ニュ
ース

←
開
講
式
で
は
、
参
加
し
た
２
１
２
人
の
受

講
生
と
講
師
の
先
生
が
た
が
対
面
し
ま
し
た
。

日韓交流申込期間▶8月4日月～14日木

心と心で友情はぐくむ
海を越えた異文化交流

参加
募集

国泗
サチョン

川市の子どもたちとの交流によって、互いの
文化にふれあい、国際感覚を身につけることを目

的とした日韓交流事業。韓国への訪問が、10月10日金
から12日日まで2泊3日で開催されます。また、韓国か
らの訪問は11月22日土から24日月です。
▶申込期間　8月4日月 ～14日木
　※結団式、事前研修（4 回）を行います。
▶募集人員　町内の小学6年生20人
　※応募多数の場合は抽選会を8月21日木に行います。
▶参加費　1人15,000円
　　　　　（※パスポートの取得は自己負担です。）
▶申し込み先　福智町教育委員会 生涯学習係
　　　　　 　（電話での受付はできません）
※詳細は、7月中旬に学校をとおしてチラシを配布します。

韓

↓
上
野
焼
を
契
機
に
始
ま
っ
た
日
韓
交
流
は

今
年
で
７
年
目
。泗
川
市
で
は
観
光
や
ス
ポ
ー

ツ
交
流
、
や
き
も
の
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

更新受付期間▶7月24日木～31日木

更新をお忘れなく！母子
家庭等の医療受給者証

お願
い

子家庭等医療受給者証が、7月31日で期限切れ
になります。該当者には直接通知をしますので、

期間内に更新手続きを行ってください。
▶更新受付期間　7月24日木～31日木（土、日は除く）
　　　　　　　　8時30分～17時15分
▶更新受付窓口　金田・神崎在住者は役場本庁、
　　　　　　　　上野・市場・赤池在住者は赤池支所、
　　　　　　　　弁城・伊方在住者は方城支所の保険係。
▶必要なもの　母子家庭等医療受給者証、印鑑、保険証、
　　　　　　　戸籍謄本、住民票、所得証明（1月1日に
　　　　　　　福智町に住所がなかった人のみ）

母

←
久
々
の
再
会
が
楽
し
み
な
成
人
式
。
意
見

を
出
し
合
っ
て
当
日
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

智町に住む50歳以上251人が受講する「福智町
高齢者大学」の開講式が、6月3日に地域交流セ

ンターで開かれました。ふれあいと学ぶ喜びを感じなが
ら、幅広い分野にわたって自分を磨けることが魅力の高
齢者大学。11月の閉講までの約半年間、週1回の一般
教養・専門講座のほか全体での「日帰りバス研修」など、
充実したカリキュラムが予定されています。

祝

福智町振興事業等補助金交付制度スタート

地域づくりや
活性化事業を町が支援

お知
らせ

内で開催するイベントなどの、事業費用の一部
を補助する「福智町振興事業等補助金交付制度」

が始まりました。この制度は、会則などを備えている
10人以上の町民団体が行う、まちづくりに資する事業
に対し補助金を交付することを目的として、7月1日に
制定されたものです。補助要件などは次のとおり。

▶町民による10人以上の団体
補助対象団体
次の❶～❹すべてに該当する団体。
❶ 10 人以上で構成されている団体であること。
❷団体構成員の半数以上が20歳以上の町民であること。
❸事務所など活動拠点が町内にある団体であること。
❹代表者が明らかであり、規約や会則などを備え、予算
　 および決算などの会計処理が明確な団体であること。

▶町の発展を目的とした事業
補助対象事業
営利など私的な利益を目的とせず、その事業効果が町民
全体に及ぶもの。

▶人件費や飲食費などを除く経費
補助対象経費
次の経費を除くもの。
人件費、飲食費、商品券など金券の購入費、記念品など
の購入経費、家賃、土地の取得、造成または保障に関する
費用、対象団体の経常的運営に関する費用、備品購入お
よび備品修繕費、対象事業の実施に関連しない経費など。

▶補助金は経費の4分の3
補助金額
補助対象経費の総額の4分の3（上限100万円）とし、予
算の範囲内で決定します。また、団体の役員などに町税
や使用料などの滞納がある場合は、補助金の交付は行い
ませんのでご注意ください。

　7月1日以降、随時申請やご相談を受け付けています。
補助金要綱、申請書書類一式は、企画課企画観光係に
ご用意しています。なお、今年の 9月から12月までに
実施予定の事業については、8月上旬までに申請書の提
出をしてください。
※申請受理後にヒアリングを実施し、その内容をもとに
　 公平性を確保するため選考委員会で審査します。

町福 成筑豊鉄道では、7 月を「へいちく定期
券販売強化月間」として、1か月間「懸

賞付き定期券」を発売します。普段はマイカー
のみなさんも、環境にやさしい鉄道をこの機会に
ぜひお得にご利用ください。
▶抽選対象　7月中に平成筑豊鉄道の定期券を購入した人
▶懸賞内容　1等「定期券1か月分サービス」…10人
　　　　　　2 等「一日フリーきっぷ 1枚」…50人
　　　　　　3 等「ちくまるオリジナルうちわ」…全員

平

吉田武人さん、中山髙義さんが叙勲受章

消防活動の功績を讃え
元団長・副団長が受章

ニュ
ース

年にわたり地域の防災や消防団活動に尽力した吉
田武人さん（金田・写真㊨）と中山髙義さん（弁城）

への叙勲伝達式が6月2日に町長室で行われました。吉
田さんは昭和43年から38年間消防団員および団長とし
て、中山さんは昭和33年から42年間消防団員および副
団長として貢献し、それぞれ瑞宝単光章を受章しました。

長

問平成筑豊鉄道本社営業部　☎22-1000

問役場住民課保険係　☎22-7761

問福智町教育委員会生涯学習係　☎28-2046

問役場企画課企画観光係　☎22-7766

問役場総務課庶務係　☎22-0555

問福智町教育委員会公民館兼社会体育課　☎28-4100 問福智町教育委員会生涯学習係　☎28-2046
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【
街
頭
啓
発
】

７
月

１
日
火
17
時
～

場
所
▼
金
田
駅
前
、
日
王
の
湯
、
ふ
じ
湯
の
里
、

　
　
　

ス
ー
パ
ー
方
城
、
ス
ー
パ
ー
川
食

※
啓
発
タ
オ
ル
と
チ
ラ
シ
を
配
布
。

【
講
演
会
】

７
月

13
日
日
９
時
30
分
～

場
所
▼
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
宮
崎
正
人
さ
ん（
東
筑
紫
短
期
大
学
教
授
）

テ
ー
マ
▼
人
権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

※
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。（
下
記
の
と
お
り
）

【
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
・
講
演
会
〈
県
主
催
〉】

７
月

26
日
土
12
時
45
分
～

場
所
▼
春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

出
演
▼
渡
辺
千
賀
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

講
師
▼
福
田
雅
子
さ
ん（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
ほ
か
）

テ
ー
マ
▼
同
和
問
題
の
こ
れ
か
ら

　
　
　
　

～
だ
れ
も
が
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
～

７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。

福
智
町
で
は
同
和
問
題
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

講
演
会
や
街
頭
啓
発
、
企
業
訪
問
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

【送迎バス赤池コース】 8:37市場農協→8:43大浦隣保館→8:47上野農協→8:50３区集会所→8:55中央公民館→8:59伏原団地入口→9:03赤池駅→9:10地域交流センター
【送迎バス金田コース】 8:38福智町役場本庁→8:42人見団地入口→8:46福吉集会所→8:52南木田中店前→8:55福丸集会所→9:02上金田公民館→9:10地域交流センター

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
行
事
　
　
　
　

参
加
無
料

明
る
い
　
　
を
描
こ
う

な
た
に
は
大
切
な
人
が
い
ま
す
か
。

大
切
な
人
を
想
っ
た
時
、
そ
の
笑
顔

を
ず
っ
と
守
り
た
い
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
大

切
な
人
の
幸
せ
が
あ
な
た
の
心
を
満
た
し
、
あ

な
た
の
幸
せ
が
、
あ
な
た
を
大
切
に
思
う
人
に

元
気
を
与
え
ま
す
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も
み
ん

な
、
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
な
の
で
す
。

　

し
か
し
依
然
と
し
て
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

平
等
に
持
っ
て
い
る
「
基
本
的
人
権
」
が
、
偏

見
や
間
違
っ
た
認
識
に
よ
っ
て
理
不
尽
に
傷
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
み
ん
な
か
け
が
え

の
な
い
存
在
な
の
に
、
根
拠
の
な
い
差
別
を
受

け
て
涙
を
流
す
人
が
い
る
。
お
か
し
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

差
別
は
、
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ

ん
。
人
権
に
気
づ
き
、
偏
見
に
左
右
さ
れ
ず
物

事
の
本
質
を
見
極
め
る
目
を
持
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。
決
し
て
差
別
を
受
け
て
い
る
人
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も

み
ん
な
、
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
、
社
会
の

構
成
員
だ
か
ら
で
す
。

　

共
に
助
け
合
い
、
互
い
に
認
め
合
う
。
そ
ん

な
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
、
も
う
一
度

見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ
と
り
の
輝

く
笑
顔
を
、明
る
い
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
。

あご存じですか？

税源移譲にともなう

住民税
減額制度

還付には申告が必要です！

◉福智町スローガン

問 人権・同和対策課　☎22-7764

から地方への税源移譲により、平成19年1月から所得
税が減って、その分同年の6月から住民税が増えるこ
とになりました。しかし18年中の所得に比べ、19年中

の所得が大幅に減少した人は、所得税が減る影響は受けずに、19
年度分の住民税が増える影響のみを受けてしまいます。
　そのような人に対して、住民税の減額措置を行います。住民税
を納付済みの場合でも還付できる可能性がありますので、対象に
なると思われる人は、税務課の窓口で申告を行ってください。な
おこの減額措置は、平成20年度のみの特別措置です。

ご確認を！
国 申告しないと返金されません

　平成19年に所得が減少し、所得税が課税さ
れなくなった人は、申告によって住民税の減額
措置が受けられる可能性があります。対象にな
ると思われる人は、本庁税務課および各支所
の窓口で申告を行ってください。
　なお、該当者と思われる人には、申告書を送
付しています。

　申告書の受け付け後に、減額の対象になる
かどうかの認定審査を行い、申告を行った人へ
結果を通知いたします。通知は約２か月後にな
る見込みです。あらかじめご了承ください。

7月31日㊍
▶申告受付期限

問役場税務課賦課係　☎22-7762

※社会保険料控除など人的控除以外の控除の増加や、住宅ローン控除などによ
　って所得税が課税されなくなった人については対象になりません。
※平成19年中に亡くなられた人や、海外に転出して平成20年1月1日時点で、
　国内に居住されていなかった人は対象になりません。

平成18年中の所得に比べて、19年中の
所得が大幅に減少し、所得税が課税され
ない程度の収入となった人が対象です。

【例えば次のような場合】

 ▶出産や病気のため、長期休職されていた人

 ▶退職された人

 ▶自営業で業績悪化のため、大幅に減収された人

申告は「減額申告書」に住所、氏名、生年月日、電話番号、
振込口座などを記載していただくだけの簡単なものです。

平成19年1月1日現在お住まいの市町村で行ってください。

申告

※減額申告書は、役場本庁税務課、赤池支所、方城支所に用意しています。

【申告の時に必要なもの】
▶印鑑　▶減額申告書



　広域連合では、長寿医療制
度（後期高齢者医療制度）の被
保険者を対象に、生活習慣病
の予防および早期発見・早期治
療を目的として、健康診査を実
施いたします。7月下旬に、被
保険者全員に対して受診券とお
知らせを送付いたします。

☞受診対象者
被保険者。ただし健康診査の目
的から、生活習慣病（糖尿病、
高血圧症、高脂血症、心臓病、
脳卒中など）の治療を受けてい
る人などは対象となりません。

☞受診期間
7月下旬～平成21年3月31日

☞受診券の送付時期
・平成20年4月1日～7月末に
　被保険者となる人
　→ 7月下旬
・平成20年8月以降に被保険
　者となる人
　→被保険者となる月（75歳の
　誕生月など）の上旬

☞受診時の自己負担金
1人 500 円
※ 健診は年1回です。

☞受診の方法
健康診査を実施している医療機
関で、個別に予約のうえ受診し
てください。実施医療機関の一
覧は受診券と一緒に送付します。
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確
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に
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。
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険
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み
な
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に
金
融
機
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お
支
払
い

い
た
だ
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し
な
い
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自
己
負
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合
の
判
定

　

平
成
19
年
中
の
所
得
確
定
に
伴
い
、

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
の
窓

口
で
の
自
己
負
担
割
合（
１
割
ま
た
は

３
割
）の
判
定
を
８
月
に
行
い
ま
す
。↘

平成20年7月末まで 平成20年8月1日から
「
現
役
並
み
所
得
者
」判
定
対
象

範
囲

同一世帯に属する被保険者
および 70歳～74歳の国保
または被用者保険の加入者
にかかる所得および収入。

（老人保健の基準と同じ）

同一世帯に属する被保険者
（75 歳以上および一定の障
害がある 65 歳以上）のみ
の所得および収入。

所
得
と
収
入

課税所得が145万円以上かつ、合計収入が
複数世帯では520万円以上、単身世帯では383万円以上

※合計収入の場合は、別途申請が必要です。

現
役
並
み
所
得
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３
割
）の
判
定
基

準
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次
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の
と
お
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で
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ご自身の健康のため
健診を受けましょう健診

後
期
高
齢
者

▪後期高齢者医療制度

被
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者
証
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の
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付
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６
１

◉Aさん夫妻の例

7月末まで 8月1日から

夫 1割 3割
妻 1割 1割

Aさん夫妻の自己負担割合

夫と妻の合計収入が
520万円未満なので

被保険者である夫のみの課
税所得が145万円以上かつ
収入が383万円以上なので

夫　75歳 ➡後期高齢者医療制度

課税所得 220万円、年収 390万円
妻　74歳 ➡国民健康保険

課税所得　　 0円、年収 120万円
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試験日　10月19日日
会場　福岡大学・九州大学・九州共立大学
受験申込書配布場所　
各保健福祉環境事務所、県庁介護保険課
受験申込期限　7月31日木 消印有効
詳しくはお問い合わせください。
問 福岡県保健医療介護部介護保険課　　
　 ☎ 092ｰ643ｰ3322

　九州７県では10月を「九州統一マイバッ
グキャンペーン」としてレジ袋削減の取り
組みを行っていただける店舗を募集します。
参加申込期限　7月31日木
問 福岡県環境部 循環型社会推進課
　 ☎ 092ｰ643ｰ3371

　保健師、助産師、看護師等の資格を有し、
現在離職している人を対象に開催します。

【看護力再開発講習会】
日程　8月25日月 ～29日金（受講無料）
会場　小倉興産ＫＭＭビル（北九州市）
申込期間　7月14日月 ～8月8日金

【看護職員再就業移動相談】
日時　8月8日金 10時～16時
新規登録の人は15時までに受付
会場　嘉穂保健福祉環境事務所（飯塚市）
問 福岡県看護協会 福岡県ナースセンター
　 ☎ 092ｰ631ｰ1221

　７月は犯罪や非行防止と罪を犯した人た
ちの更生に理解を深めて力を合わせ、犯罪
や非行のない明るい社会を築く全国的な運
動の強調月間です。少年非行の実態を認識
し、罪を犯した人たちや非行をした少年の
立ち直りを温かい目で見守りましょう。

　「長州維新カップジュニアフルコンタクト
空手道選手権大会」の小5・6女子の部で優
勝した香月海優さんに「優勝」の記載があり
ませんでした。おわびして訂正いたします。

　交通事故でお困りの人は、お気軽にご相
談ください。弁護士による相談も無料です。
日時　7月22 日 火 10時～16時
 　　  （受付は15時まで・秘密厳守）
場所　田川市役所 市民課（☎ 44ｰ2000）
問 県交通事故相談所　☎092ｰ622ｰ0403

受付期間　7月15日火～23日水
一次試験　9月14日日
受験資格　昭和62年4月2日～平成3 年
4月1日までに生まれた人。申込書など、
詳しくはお問い合わせください。
問 福岡地方裁判所事務局 人事課
　  ☎ 092 ｰ 781 ｰ 3141

　裁判員制度は 6 人の裁判員が刑事裁判に
参加し、3 人の裁判官と被告人が有罪かど
うか、有罪の場合どのような刑にするかを
決める制度です。制度への理解を深めてい
ただくためにミニフォーラムを開催します。
日時　７月12日土 13時～16 時
場所　田川青少年文化ホール
内容　映画「審理」を上映します。
　　　裁判官と一緒に考えてみませんか。
参加方法　7月11日 金 までに電話で申し
込みください。参加無料、先着約300人。
問 福岡地方裁判所 田川支部 庶務係
　 ☎ 42ｰ 0163（平日の9 時～17時）

開催日　8月10日日　
全体会　田川文化センター（9時30分開会）
　　　　一人芝居「砂の器」
　　　　講師：趙 博さん
分科会　各町村会場ほか（14時開会）
　　　　福智町公民館方城分館でＡ分散会
　　　　地域交流センターでＢ分散会
参加費　1,000 円（参加・資料代）
問 田川郡「同和」教育研究集会実行委員会
　 ☎ 26ｰ0055

日時　７月19日土 14時 ～16時
場所　田川青少年文化ホール（入場無料）
第１部　東鷹高等学校吹奏楽部演奏会
第２部　講演会（講師：赤松英知氏）
　　　　「この街で働く・自分らしく暮らす」
問「人に優しい町・田川をつくる会」事務局
　  田川保健福祉環境事務所 保健福祉課
　  障害者福祉係　☎ 42 ｰ9307

　「第 4 期介護保険事業計画」の策定にあ
たり、住民の皆様のご意見などを幅広く集
めるため、アンケート調査を実施します。7
月31日 木 まで、アンケート用紙を役場福
祉課介護保険係の窓口に設置していますの
で、ご協力の程よろしくお願いいたします。
問 県介護保険広域連合 総務課 企画電算係
　 ☎ 092ｰ643ｰ7055

　田川警察署少年補導員の功労表彰が田川
青少年文化ホールで行われ、次のとおり青
少年健全育成に貢献された４人のかたに田
川警察署長から感謝状が贈られました。

【永年勤続30年以上】犬養光博さん（金田）
【永年勤続20年以上】田中   近さん（市場）
辻村哲弥さん（赤池）・吉田伸宏さん（金田）

❶日時　7月11日 金 9時～10時
　場所　福智町役場 本庁舎
❷日時　7月14日 月 13時～14時
　場所　福智町役場 方城支所
❸日時　7月14日 月 15時～16時
　場所　福智町役場 赤池支所
問 役場福祉課 福祉係　☎ 22ｰ7763

　7月19 日土は、司法書士による特別相談
を実施します。相談料は無料です。
❶日時　7月　5 日 土 10時～15時
　場所　コスモス保健センター
❷日時　7月12 日 土 10時～15時
　場所　方城福祉会館
❸日時　7月19 日 土 10時～15時
　場所　金田社会福祉センター
問 福智町社会福祉協議会　☎ 22ｰ6631

日時　7月23 日水 9時50分～11時15分
場所　方城保健センター
内容　気をつけよう！ 生活習慣病
受講料　無料（どなたでも参加できます）
問 福智町方城在宅介護支援センター
　 ☎ 22ｰ6556

　人工肛門・人工膀胱を持つ人と関係者を
対象に講演会を開催します。参加無料。
日時　7月13日 日 13時～16時
場所　スマイルプラザ田川
テーマ　夏場のストーマケアについて
問 日本オストミー協会福岡県支部筑豊分会
　 ☎ 090 ｰ3075 ｰ9535

　お子様の現在の状態を正しく理解し、能
力や適正が十分に伸ばせるよう開催します。
対象　3～6 歳までのお子様について、心
身の発達に不安や悩みをお持ちの保護者。
日程会場　7月19日土  田川市民会館
日程会場　7月27日日  筑豊教育事務所
開催時間　両日とも9時30分～16時
申込先　町教委学校教育課　☎ 28ｰ2119
問 筑豊教育事務所　☎ 0948ｰ25ｰ2603

一次試験　9月7日日（採用区分／行政）
受付期間　7月22日火 ～8月1日金
受験資格　昭和48年4月2日から昭和54
年4月1日までに生まれた人で、民間企業
などでの職務経験を 5 年以上有する人。
会場　福岡市・東京都（採用予定７人程度）
問 福岡県人事委員会事務局 任用課
　 ☎ 092ｰ643ｰ3956

一般曹候補生　18歳以上 27歳未満
2 等陸・海・空士　18歳以上 27歳未満 
航空学生　高卒（見込含）21歳未満の人
受付期間　8月1日金 ～9月10日水
※ 父母等の説明会を8月3日 日 13時～
　 田川情報センターで行います。
問 自衛隊飯塚地域事務所
　 ☎ 0948ｰ22ｰ4847

日時　8月2日土 17時～21時
場所　飯塚駐屯地グラウンド
内容　音楽演奏・盆踊り・歌謡ショー・打ち
上げ花火など（荒天時は8月3日日に順延）
問 飯塚駐屯地　☎ 0948ｰ22ｰ7651

開催日程　9月5日金 ～7日日（3日間）
会場　クローバープラザ（春日市）
募集人員　60人程度（先着順）
募集期間　7月15日火 ～8月4日月
問 福岡県福祉労働部 福祉総務課
　 ☎ 092ｰ643ｰ3244

福岡県巡回交通事故相談
福岡県交通事故相談所

補聴器相談
福智町役場 福祉課 福祉係

心配ごと相談
福智町社会福祉協議会

ほのぼの介護予防教室
福智町方城在宅介護支援センター

先月号のおわびと訂正
福智町役場企画課 広報・広聴係

　福智町金田にある２か所のファミ
リー農園の入園者を募集します。耕
うん済みの畑で菜園をお楽しみくだ
さい。定員になり次第しめ切ります。
宝見ファミリー農園
▶７区画（１区画約50㎡）
第２（人見）ファミリー農園
▶ 7 区画（１区画約55㎡）
申込資格　福智町在住のかた
利用料金　入園料 2,500円（年額）
　　　　　水道料 1,500円（年額）
申し込み問い合わせ先
福智町役場産業振興課 ☎ 22ｰ7767

ファミリー農園入園者募集

就学前のお子さんと親子でご参加を！
❶ 7月　3 日木 10時30分～
　 「たなばた会」
❷ 7月10 日木 10時30分～
　 「親子リズム遊び」
❸ 7月17 日木 10時30分～
　 「誕生会」
❹ 7月 24日木 10時～
　 「ふれあいクッキング」
※ ふれあいクッキングのみ 7月
　 15日火までに申し込みください。
　 申し込み問い合わせ先
　 地域子育て支援センター　
　 ☎ 22ｰ2401

自衛官採用試験
自衛隊福岡地方協力本部

看護職員の就業促進
福岡県ナースセンター

福岡県防災士養成講座
福岡県福祉労働部 福祉総務課

マイバックキャンペーン参加店募集
福岡県環境部 循環型社会推進課

心と体の発達教育相談
筑豊教育事務所 教育相談室

健康教室講演会
社団法人 日本オストミー協会

裁判員制度ミニフォーラムを開催
福岡地方裁判所 田川支部 庶務係

介護保険アンケートのお願い
福岡県介護保険広域連合

裁判所事務官採用Ⅲ種試験
福岡地方裁判所事務局 人事課

介護支援専門員実務研修受講試験
福岡県保健医療介護部 介護保険課

民間企業等職務経験者採用試験
福岡県人事委員会事務局

「社会を明るくする運動」強調月間
田川保護区 保護司会

田川警察署少年補導員功労表彰
田川警察署

飯塚駐屯地夏まつり
飯塚駐屯地 広報室

地域交流講演会を開催
人に優しい町・田川をつくる会

田川郡「同和」教育研究集会
田川郡「同和」教育研究集会実行委員会

地産地消より自産自消

菜園で旬菜

↑映画を見て判決してみましょう ↑用紙は福祉課の窓口にあります

↑作った後は楽しい試食

子育て支援センター７月の行事

すべて参加無料！

親子で遊ぼ
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Medical health

7月16日から8月15日までの保健事業日程

7月16日 ㊌【4～5か月児健診】
4～5か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

7月16日 ㊌【乳幼児相談】
2か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

7月17日 ㊍【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3～18か月児を対象（7歳 5か月まで接種可）

［会場］方城保健センター　［受付］13:20～14:20

7月18日 ㊎【もぐもぐ教室（要予約）】
4～10か月児を対象にした離乳食教室

［会場］コスモス保健センター　［受付］10:00～12:00

7月23日 ㊌【3歳児健診】
3歳～3歳1か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

8月6日 ㊌【1歳6か月児健診】
1歳6か月～ 1歳7か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

8月7日 ㊍【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3～18か月児を対象（7歳 5か月まで接種可）

［会場］方城保健センター　［受付］13:20～14:20

8月8日 ㊎【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:30～15:30

※金田・方城地区での健康相談をご希望の場合は、コスモス
保健センターにお問い合わせください。各保健センターな
どで、ご希望に応じた予約制の健康相談を実施いたします。

コスモス健診センターでの健診の申し込み受付中！
コスモス健診センターで、個別健診を実施しています。予
約制になりますので、受診希望日の 2 週間前までにコスモ
ス健診センター（☎28-5512）までお申し込みください。
健診日：平成21年1月までの㊊～㊎
※ 祝日および8月13日～15日、12月20日～1月4日は除く。

「献血」にご協力をお願いします
日程：7月24日㊍ 10:00～11:30、12:30～16:00
場所：福智町役場 本庁舎
対象：16歳～69歳の健康な人
　　　（65歳以上の場合は、60～64歳の
　　　間に献血をしたことがある人）

問 コスモス保健センター　☎ 28-9500

25

●人口 25,908人
　　　 前月比－10人
　　　 前年比－389人
　男性　12,257 人
　女性　13,651 人
　　　 転入 67人・転出 71人
　　　 出生 19人・死亡 25人
●世帯 11,139 世帯
　　　 前月比＋16世帯
　　　 前年比＋32世帯
　　　 ※ 平成20年5月末現在（住民基本台帳人口）

● 固定資産税［２期］7月31日木 が納期限です
● 国民健康保険税［１期］7月31日木 が納期限です

人のうごき（福智町の人口）

おさめて安心（税の納期限）

【飯塚市】

【川崎町】

【添田町】

【大任町】

チクホーnet（近隣の催し）

Fukuchi town

Fukuoka
prefecture

42.04k㎡

お亡くなりになったみなさんのご冥福を、心より
お祈り申し上げます。福智町長・福智町議会議長

弔電はひかえさせていただいています

飯塚祇園山笠追い山
7月15日 火 17時～出陣式、18時50分開始

（のうそ八幡宮前～ 西町）
飯塚祇園山笠の最後を締めくくる追い山。沿
道からの勢い水を浴びながら、4つの山笠が
飯塚の街を威勢よく駆け抜けます。
問 山笠振興会事務局　☎0948-23-0404
花と緑のフェスティバル
7月27日 日 11時～

（勤労青少年ホームおよび De・愛広場）
町の花・ひまわりに囲まれた会場で、「ひまわ
り祭り」と「ひまわりシンポジウム」を開催。テ
ーマは「炭坑の町から、太陽に向かう町へ」。
問 川崎町役場企画係　☎72-3000
第13回そえだ夏まつり
8月2日 土 18 時～　雨天の場合翌日に順延

（そえだサン・スポーツランド）
勇壮華麗な「ねぶた」の練り歩きと3千発の
花火大会が、夏の夜を盛り上げます。
問 添田町役場商工観光係　☎82-1236
サボテンの花たちⅡ
8月31日 日まで（月休館）9時～17時

（レインボーホール敷地内 サボテンハウス隣）
サボテンハウスでは、春先から次々にサボテ
ンの花が咲いています。今回は今年咲いた
花を中心に写真展を開催します。入館無料。
問 サボテンハウス　☎63-4832

「笑う門には福来たる」
ということわざどおり、「笑い」はスト
レス解消や病気からの回復などに役立
つ可能性が高いことが、最近の研究で
わかってきました。いくつかの研究結果
により、次ような効用があるといわれて
います。（効用には個人差があります。）

■笑いの効用

■笑顔トレーニング

　

人
は
危
機
や
恐
怖
を
感
じ
る
と
、

そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
ス
ト
レ
ス

対
抗
ホ
ル
モ
ン（
※
）が
出
ま
す
。
こ
れ

が
交
感
神
経
に
働
い
て
体
中
が
戦
闘
体

制
に
な
り
、
け
が
を
し
て
も
大
量
出
血
し

な
い
よ
う
に
血
管
が
細
く
な
っ
た
り
、
出

血
し
て
も
止
血
し
や
す
い
よ
う
に
血
が
ド

ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

危
機
や
恐
怖
が
去
っ
た
後
、
ス
ト
レ
ス

対
抗
ホ
ル
モ
ン
を
早
く
消
失
さ
せ
る
た
め

に
「
笑
い
」
の
衝
動
が
起
こ
り
ま
す
。
笑

う
こ
と
に
よ
り
、
癒
し
の
ホ
ル
モ
ン
で
あ

る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
副
交
感
神
経
に
働
き
、

血
流
が
よ
く
な
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま

す
。「
笑
い
」
は
、
危
機
か
ら
脱
出
し
た

と
き
の
安
心
や
幸
福
感
の
表
現
が
始
ま

り
な
の
で
す
。

　

し
か
し
「
笑
い
」
は
安
心
や
幸
福
感
の

記
憶
に
基
づ
く
も
の
で
、
幼
い
頃
か
ら
ス

ト
レ
ス
（
長
期
の
戦
争
、
家
庭
内
暴
力
な

ど
）
に
さ
ら
さ
れ
、
争
い
ご
と
の
記
憶
ば

か
り
が
強
い
と
、
笑
う
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
う
そ
う
で
す
。

　

動
物
も
、
相
手
に
敵
意
が
な
い
こ
と
を

伝
え
る
と
き
に
笑
い
に
似
た
表
情
を
す

る
そ
う
で
す
。
最
近
の
テ
レ
ビ
で
お
笑
い

番
組
が
多
い
の
も
、
わ
た
し
た
ち
の
心
と

身
体
が
要
求
し
て
い
る
結
果
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

※アドレナリン、ノルアドレナリン、ドーパミンなど。

保健師だよりNO.21

「笑いと健康」

         warai - inside sto
ry

「わらい」の裏話

問コスモス保健センター　☎28-9500

❶免疫機能を高める細胞（ＮＫ細胞・リ
　ンパ球など）の働きが高まったり、正
　常値に近づく傾向がみられた。
❷ストレスに関係するホルモンの減少。
❸糖尿病患者の、血糖値上昇の抑制。
❹関節リウマチの痛みが和らぐ。

❶朝の洗顔のときや入浴後に、鏡を見
　ながら口を「あ・い・う・え・お」と、ゆっ
　くり大きく開けてみましょう。顔の
　筋肉をほぐすトレーニングです。
❷１日１回は鏡を見てにっこりしたり、
　楽しいテレビを見たり、友達に会っ
　たときなどに「最近あった面白い話」
　をしてみるなど、笑う習慣をつけま
　しょう。意識的に笑顔をつくるだけ
　でも、楽しい気持ちに
　なるといわれ
　ています。
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養
命
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俳
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教
室

▶「自手で自守」を合い言葉
に震災に備えた町がある。
自主防災組織率90％超の岩
手県藤沢町。岩手・宮城内
陸地震では冷静な行動と対
応で最小被害にくい止めた。
災害は突発する。福岡西方
沖地震も発生確率は0.1％
未満だった。国内外で震災
犠牲者が後を絶たない。そ
こに、生きたくても生きられ
なかった命の教訓がある。
備えを怠らず災害時に生き
延び、命を救う…。義援金
も大切だが、教訓を無駄に
しない事こそ緊要だ。（長野）

▶個々の体調管理から身近
な差別問題、世界的な環境
問題まで何にしてもそうで
すが、いくら言葉を吸収し
知識だけを得ても、それで
意識が変わらなければ行動
は伴いません。私自身、今
回の美しいホタルとの出会
いは、日常生活の中で自然
保護の視点を持つきっかけ
になりました。子どもの体験
不足が心の発達に影響を及
ぼしていると言われている今
日。「見て」「感じて」「気づ
く」機会を与えることも大人
の責務だと思います。（日吉）

▶苦手だった水泳を努
力で克服して、世界にも
通用する「鉄人」となっ
た武友寛さんの泳ぎが
見れた、市場小プール
開き。前日からの激しい
雨が夜中まで降り天気
予報も雨でしたが、当
日は絶好のプール日和。
真新しいプールが、お
日さまをキラキラ写して
夏の始まりを告げている
ようでした。思わずプー
ルに飛びこみたくなる
気持ちをグッとこらえて
取材しました。（昌太郎）
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ボ
ー
ト
漕こ

ぐ
歓
声
に
沸わ

く
湖こ

畔は
ん

か
な

今
は
亡
き
父
の
想
ひ
出
ぐ
み
赤
し

玉た
ま
ね
ぎ葱
の
渦う

ず

の
切
り
口
雨
を
呼
ぶ

日
比
生
利
子

永
尾
喜
美
江

建
部
三
由
紀

松
岡
　
蔦
枝

香
月
　
冨
子

長
副
美
恵
子

今
井
三
千
代

迫
田
　
昌
子

小
川
　
　
雪

花
石
か
ほ
る

ひ
孫
生あ

れ
男
子
で
あ
り
し
菖し

ょ
う
ぶ蒲
湯ゆ

に

竹
皮
を
脱ぬ

ぐ
や
少
年
旅
立
て
り

蝮ま
む
し
ぐ
さ草
孤
の
神
の
登
り
口

夏
帽
子
眠
る
や
ゝ
児
に
風
送
る

緑り
ょ
く
い
ん蔭
に
命
の
風
と
深
呼
吸

花
影
の
水
面
に
映
え
て
未ひ

つ
じ
ぐ
さ草

梅
雨
晴
間
芋い

も

挿さ

し
や
っ
と
終
り
た
る

漁
師
小
屋
山や

ま

め女
料
理
の
札
下
り

青
鷺さ

ぎ

の
野
太
き
声
を
残
し
立
つ

木こ

も洩
れ
日
の
弱じ

ゃ
く
し視
に
眩ま

ぶ

し
新
樹
か
な

久
松
ミ
サ
オ

小
場
　
妙
子

丸
山
　
鈴
子

吉
田
　
　
弘

安
田
　
健
一

亀
谷
千
恵
子

宇
野
八
重
子

森
　
　
玲
子

白
石
　
幸
子

池
田
　
駒
女
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初
夏
の
夜
を
静
か
に
彩
る
ホ
タ
ル
の
光
。

福
智
町
で
は
毎
年
各
地
に「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」

が
現
れ
ま
す
。
今
年
も
福
智
川
、
伊
方
川
、

弁
城
川
な
ど
小
さ
な
川
沿
い
で
、
ホ
タ
ル
が

水
面
や
山
間
を
飛
び
交
う
幻
想
的
な
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
上
野
の
福
智
川
付
近
で
は

例
年
よ
り
も
多
く
飛
び
、
観
賞
に
訪
れ
た
家

族
連
れ
や
近
所
の
み
な
さ
ん
は
、
一
足
先
に

夏
の
風
情
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
水
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
ホ

タ
ル
が
激
減
し
た
所
も
あ
り
ま
す
。
平
成
15

年
５
月
に
発
足
し
た「
方
城
ほ
た
る
の
会
」は
、

ホ
タ
ル
の
生
態
観
察
や
水
質
調
査
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
現
在
会
員
は
13
人
。
代
表
の
中

尾
明
子
さ
ん（
弁
城
）は
、「
ホ
タ
ル
の
観
賞
を

と
お
し
て
、
自
然
の
美
し
さ
や
不
思
議
さ
を

五
感
で
受
け
と
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ホ

タ
ル
の
小
さ
な
光
の
明
減
の
様
子
は
、
さ
な
が

ら
“
生
き
物
の
す
ご
さ
や
様さ

ま
ざ
ま々

な
生
命
を
は

ぐ
く
む
里
や
ま
の
豊
か
さ
に
気
づ
く
感
性
が
、

大
切
だ
よ
”
と
、
わ
た
し
た
ち
に
語
り
か
け

て
い
る
よ
う
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

光
り
舞
う
ホ
タ
ル
に
生
命
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
た
夜
。
将
来
も
ず
っ
と
こ
の
光
を
絶

や
さ
な
い
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
一
人
ひ
と

り
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

幽玄な光に
照らされて

町内各地を流れる川沿いで、5
月末から6月中旬にかけてホタ
ルの乱舞が見られました。福智
の自然に息づく小さな命が放つ
美しい光は、夜空の下をゆるや
かに浮遊。その幻想的な光景が、
訪れた人の心を魅了しました。

● 町内各地に現れたホタルの群舞
神秘的な光に誘われて、連日町内外
からの見物客が絶えなかった福智川
沿い（上野）。間近で見るホタルに感
激の声を漏らす人々の表情を、淡い
光が優しく穏やかに照らしました。
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↓ぐい呑も巾着も、大人の男性にぴったり似合う渋めの色遣いが特徴です。

上野焼陶芸会館が父の日「ぐい呑
のみ

」限定販売父の日に感謝の気持ちを飲み干して

　好評だったバレンタインデー「ハート形お猪
ちょ

口
こ

」に続いての
記念日企画第２弾です。6月15日の父の日プレゼント用「ぐ
い呑」が、上野焼陶芸会館で６月７～15日に売り出されまし
た。上野焼協同組合11の窯元が制作したぐい呑みを久留米
絣
がすり

の巾
きん

着
ちゃく

袋に包んだセットを100個限定販売。期間中には
会館を訪れて手に取る人や、県外からの注文が相次ぎました。

↓全校生徒が見守る中、完成したての市場小プールで四種目個人メドレーを披露する武友さん。

　６月12日に市場小でプール開きが行われ、
トライアスロン日本代表として世界の舞台で活
躍している武友寛さんを初泳ぎに招きました。
福智町出身の武友さんは、泳ぎが苦手だった
少年時代のエピソードを語り「自分は下手だか
らこそ努力ができました。苦手なことを『無理』
とあきらめないで、できること探して一つひと
つ取り組んでほしい」と全校児童にエールを送
りました。武友さんの模範演技に続いて泳い
だ６年生は、照りつける太陽の中、水しぶきを
上げながら新しいプールを満喫していました。

市場小プール落成鉄人を迎えて初泳ぎ

38区老人会が伊方小で授業参観地域でのふれあいを学校でも

↑給食では話も弾み、リラックスした笑顔をお互いに浮かべていました。

　５月20日に方城38区の老人会と保護者11人が伊方小
を訪れ、授業参観や給食などを通じて児童と交流しました。
日ごろから見守ってくれている地域のかたを見かけると、い
つものように元気なあいさつで出迎える子どもたち。学校
でも大人たちが、児童と優しく対話を重ね、学校や児童と地
域とのつながりが大きく広がり、さらに深まった一日でした。

↓初夏の日差しを浴びながら、のんびりと風に揺られるコスモス（５月27日撮影）。

弁城で秋
コスモス

桜が狂い咲き初夏の福智に秋からの来客

↓今はまだ町外利用が多いレトロ列車、町内のみなさんもご活用ください。

　３月15日から運行を開始したへいちくレトロ調車両「浪漫
号」は、通常運行のほかに貸し切り列車としても利用できま
す。大画面の薄型テレビやゆったりと座れる豪華な内装が好
評で「列車での宴会が、こんなにも快適だったとは」と驚き
の声が上がっています。ぜひ町内のみなさんの積極的なご利
用をお願いします。�問平成筑豊鉄道株式会社  ☎ 22–1000

へいちくの浪
ろ

漫
まん

号
ごう

が貸し切り列車好評レトロムードをおもいっきり満喫できる

　方城温泉「ふじ湯の里」付近の田んぼで、季節はずれのコ
スモスが咲きました。間もなく収穫の時期を迎える黄

こ

金
がね

色
の麦の間から、色鮮やかなコスモスが顔を出して温泉客を
驚かせています。ふじ湯の里によると「収穫を終えて休耕中
だった昨年夏、住民たちが秋の花見物イベント用にまいた
コスモスの種が残っていたのではないか」ということです。

↑快晴の空の下、赤白で競技。終始、上級生が優しく下級生を引っ張りました。

　市場小の運動会が６月１日に開かれました。グラウンド
整備中のため、昨年に続き赤池中のグラウンドを借りての
開催でしたが、383人の児童が20種目で全力を出し切りま
した。「グラウンドで練習できなかったので不安だった」と
いう組体操も大技が次々に成功。白熱したリレーに約900
人が見守るテントから、大きな声援が飛び交っていました。

市場小学校運動会体育館で練習重ねた晴れ舞台

↑視覚からも興味深く学べた歴史講座、画像を使って解説する講師の福田昌氏。

　本年度から初の取り組みとなった町教委主催の福智町歴
史講座が、６月14日に金田分館で開かれました。講師の町
文化財専門委員会の福田昌委員が、宮本武蔵・伊織ゆかり
の常立寺や大庄屋六角家、川ひらたから鉄道に移行する石
炭輸送について幅広く講話。近世から近代の町の様子や興
味深いエピソードに15人が耳を傾け、知識を深めました。

福智町歴史講座武蔵から炭鉱まで町の近世～近代を学ぶ



松
ま

井
つ い

 みさきちゃん❷
H18.7.31 生（伊方 中古門）

蓑
み の

田
だ

 健
け ん

介
す け

くん❷
H18.7.20生（金田 成竹団地）

山
や ま

本
も と

 蒼
そ

宇
う

くん❶
H19.7.17 生（金田 本町）

冨
ふ

部
べ

 桃
も も

花
か

ちゃん❸
H17.7.21 生（上野 大谷）

山
や ま

下
し た

 心
こころ

ちゃん❶
H19.7.13 生（弁城 松原）

大
お お

井
い

 真
ま な

翔
と

くん❸
H17.7.17 生（金田 宝見団地）

みんなでつくる

ごきげんなページ“ふくたま”
HAPPY
BIRTHDAY

7月生まれ

　福智町も田植えのシーズ
ンを迎えました。６月 10 日
に上野・市場・赤池・中尾の
四保育園が上野地区の田ん
ぼで、６月 16 日にそよ風保
育園が裏庭の手作り田んぼ
で田植えを体験しました。園

児たちは、泥の感触に歓声を上げながらも苗を丁寧な手つきで植
えていき、泥まみれのかわいらしい笑顔を浮かべていました。

↑
土
に
親
し
む
そ
よ
風
園
児
た
ち

自分の手で苗を植えました

　元気で明るく野球が大好
きな男の子女の子、一緒に楽
しく野球をしませんか！ ▶対
象者：市場小・弁城小の1～
6 年 ▶練習日時：毎週火木
の17時30分～19時30 分、
土または日の 9時30分～12

時 ▶場所：赤池グラウンドテニスコート側 ▶入会金：1,000 円 ▶
月会費：2,000円　問 市小ガッツ父母会　☎22-0872（皆川さん）

↑
一
緒
に
栄
光
を
つ
か
み
取
ろ
う

市小ガッツでは部員を募集しています
　方城磯釣研究会の春季釣
大会が 4月20・21日に壱岐
で開催され、チヌ（黒鯛）の
一匹長寸を競いました。【優
勝】香月謙治 52㎝ 【２位】
岩猿洋介 40㎝ 【３位】長野
敏夫 40㎝　※魚拓は福智町

文化祭で展示する予定です。なお、方城磯釣研究会では、興味の
ある人を広く募集しています。問 中原 純二会長　☎ 22 ｰ 0913

↑
腕
を
振
る
っ
た
磯
研
メ
ン
バ
ー

方城磯研壱岐郷ノ浦でチヌをゲット
　福智スラッガーズ少年野
球チームは楽しく、時には厳
しく汗を流しています。いつ
でも体験入部受け付け中で
すのでお気軽にお越しくだ
さい。▶練習日：週 3 回（曜
日は未定）17：00～19：30

▶場所：伊方小学校グラウンド ▶対象者：伊方小・弁城小に在
学中の児童（男女問わず）　問 久冨監督 ☎ 090-7984-8982

↑
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
伊
方
小

「福智スラッガーズ」新入部員募集中

中
な か

野
の

 靖
や す

紀
の り

くん❶
H19.7.10生（金田 亀ノ甲団地）

宇
う

野
の

 彩
あ や

花
か

ちゃん❶
H19.7.23 生（伊方 東区）

山
や ま

下
し た

 紘
ひ ろ

夢
む

くん❷
H18.7.29 生（金田 昭和町）

佐
さ

藤
と う

 恵
めぐみ

ちゃん❷
H18.7.16 生（神崎 柿添団地）

中
な か

川
が わ

 楚
そ

羅
ら

くん❶
H19.7. ４生（金田 宝見団地）

田
た

中
な か

 眞
し ん

大
た

くん❶
H19.7.16 生（伊方 古門）

政
ま さ

光
み つ

 華
か

恋
れ ん

ちゃん❷
H18.7.19 生（上野 薬王寺）

竹
た け

宗
む ね

 愛
あ ま

音
ね

ちゃん❶
H19.7.25 生（神崎 神崎２）

末
す え

松
ま つ

 輝
き ら ら

星ちゃん❸
H17.7.5 生（赤池 本町）

原
は ら

田
だ

 結
ゆ い

子
こ

ちゃん❸
H17.7.30 生（伊方 立岩）

　上野峡ポケットウォーター
フロント公園のボランティア
清掃活動が、「上野地域振興
委員会」と「福智町の今後を
考える会」の呼び掛けにより
6月1日に行われました。各
自作業道具を持ち寄って草刈

りやごみ拾いなどを行い、トラック４台分の草やごみを収集。今後
も町内外の人が楽しめる美しい地域づくりに向けて活動予定です。

↑
22
人
の
住
民
が
積
極
的
に
参
加

地域の公園を“また来たくなる公園”に

　６月11 ～ 15日に アクロ
ス福岡（福岡市）で、上野焼
香炉展が開かれました。上
野焼16の窯元が作成した香
炉は、日常的なものから装飾
的なものまで多種多様。伝
統工芸品や民芸品を展示し

ているギャラリーの中でもひときわ大きな存在感を放っていまし
た。また、同時に行われたろくろ操作の実演や体験も好評でした。

↑
優
雅
な
雰
囲
気
を
放
つ
香
炉

上野焼がゆとりの空間を演出
　上野小４年生 19 人が、上
河原浄水場（市場）を 5月20
日に見学しました。水が家
庭に届くまでにたくさんの工
程があることに驚いた様子の
児童たちは、メモを手に職員
の説明を熱心に聞いていまし

た。さらに質問コーナーでは、水道の歴史についてなど鋭い質問を
連発。きれいで安全な水の大切さを再認識した、社会科見学でした。

↑
浄
水
場
の
設
備
に
興
味
津
々

大切な水ができるまでのしくみを学習

寺
て ら

岡
お か

 莉
り

沙
さ

ちゃん❸
H17.7.29 生（金田 人見）

　着ぐるみ人形劇団「劇団バ
ク」が、6月12日にひらばる
幼稚園にやって来ました。全
園児170人の目の前で、有名
なイソップ物語「うさぎとか
め」を熱演。愉快なキャラク
ターによる歌やダンスで舞台

を彩り、「難しいことでもあきらめずに頑張ればきっとできる。みん
なもこれから、いろいろなことに挑戦してね」と締めくくりました。

↑
別
れ
を
惜
し
ん
だ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

人形劇から学んだ努力の大切さ

寺
て ら

岡
お か

 莉
り

那
な

ちゃん❸
H17.7.29 生（金田 人見）

米
こ め

家
い え

 蒼
そ

空
ら

ちゃん❶
H19.7.10 生（神崎 南木）

　赤池中１年生の河川敷清掃
が５月30日に上野橋下一帯
で行われました。４年前から
河川環境研究を展開し、全
国で高く評価されている同
校の取り組みを継続。74人
の生徒が彦山川の河川敷の

実態と捨てられたゴミを調査しました。30分程の作業で20袋の
ゴミを拾い、当初の予想をはるかに上回る量が収集されました。

↑
川
に
近
づ
い
て
現
状
も
調
査

赤池中１年生の彦山川河川敷清掃調査

１歳から 3 歳までのお子
さんの笑顔をお誕生日記
念に紙面に飾ってみませ
んか。締め切りは、お誕
生月の前月10日ごろ。今
月は８月に誕生日を迎え
る満１歳から 3 歳までの
お子さんの写真を募集し
ます。７月11日 金 まで
にお申し込みください。
▶役場企画課広報担当
　� ☎ 22-7766
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が暮れて露店からの香ば
しい匂いが漂い、陽気な
リズムが流れだすと始ま

りの合図。昭和53年から、夏を代
表するイベントの一つとして「夜市」

「納涼祭」と名前を変えながら町を盛
り上げてきた「福智町 I Love カナ
ダ Fiesta」が、今年も開催されます。

「仮装カーニバル」をメーンに、「ゆ
かたdeナイト」などの参加型イベン
トがステージを彩る、見ても出ても
楽しいフェスタ。参加者には熱い夜
が展開されること間違いなしです！

衣装とリズムとダイナミックな動きが、福智の熱い夜を彩る！

8月1日金
金田新町通り商店街
17：30～（22:00まで歩行者天国）

※雨天の場合は2日土に順延

　　カーニバル
　　　出場者募集中
参加資格▶１チーム３人以上
※中学生以下の場合は保護者同伴。
申込期限▶７月25日金
事前説明▶７月28日月
申込方法▶金田町商工会に用意されて
　　　　　いる申込用紙を提出。

賞金▶優勝20万円
　　　準優勝5万円　特別賞3万円

【大会の流れ】　※小雨決行
❶商店街をパレード
19:00～、金田新町通り（約１km）を指定
曲「ラバンバ」に合わせて練り歩きます。
❷ステージ
商店街内の駐車場をステージに、各チー
ムの自前の曲でパフォーマンス。
❸審査（審査中に「ゆかたdeナイト」開催）

５人の審査員が総合審査します。配点は
パレード20点、パフォーマンス30点、
仮装50点の100点満点。
 「ゆかたdeナイト」の出場者も募集中！
応募締切▶7月25日金（参加賞あり）

問金田町商工会　☎22-1111

日 仮装

町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌

▼
こ
の
と
こ
ろ
、
国
内
外

で
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
大
災
害
が
発
生
し
て

い
る
。
被
害
の
様
子
が
マ
ス

コ
ミ
に
報
じ
ら
れ
る
た
び
に
、
胸
の
痛
み
を
禁
じ

得
な
い
。
肉
親
や
友
人
の
死
を
目
前
に
し
、
沈
痛

な
面
持
ち
で
茫
然
と
立
ち
つ
く
す
人
々
。
そ
し
て

破
壊
さ
れ
た
建
物
。
そ
ん
な
悲
惨
な
光
景
に
、
改

め
て
自
然
の
恐
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
し
か
し
、

手
を
拱こ

ま
ね
い
て
、無
防
備
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

“
備
え
あ
れ
ば
患
え
な
し
”
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
非
常
時
に
対
す
る
備
え
や
心
構
え
が
あ
れ
ば
、

被
害
も
最
小
限
度
に
お
さ
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
▼
福
智
町
に
お
い
て
も
、
災
害
時
の
対

応
や
避
難
場
所
の
指
定
等
を
記
し
た
地
域
防
災
計

画
を
昨
年
４
月
に
策
定
し
、
万
一
の
場
合
の
備
え

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
的
な
防
災
訓
練
等
を

通
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
確
保
に
万
全

を
期
し
て
も
い
る
。
先
日
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
糸

田
町
・
香
春
町
・
国
土
交
通
省
・
県
田
川
土
木
事

務
所
・
田
川
地
区
消
防
本
部
と
合
同
で
、
水
防
演

習
を
行
っ
た
。“
集
中
豪
雨
に
よ
る
著
し
い
増
水
の

た
め
、
堤
防
が
氾
濫
も
し
く
は
決
壊
の
恐
れ
が
あ

る
”
と
の
想
定
の
も
と
に
実
施
を
し
た
が
、
正
直

な
と
こ
ろ
、
演
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
の
な

い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
▼
丁
度
、
こ
の
町
長
日
誌

の
草
稿
を
し
て
い
る
時
に
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
が
発
生
。
ま
た
し
て
も
、“
人
間
は
、
自
然
の
前

に
無
力
で
あ
る
”
と
い
う
現
実
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
が
、
決
し
て
怯
む
こ
と
な
く
、
不
時
の
災
害
に

処
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
雨
も
多
く
、
台
風
に
よ
る
被
害
も
考
え
ら
れ
る
。

出
来
る
限
り
の
備
え
を
し
て
お
き
た
い
も
の
だ
。
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